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停電発生概要

停電概要

鉄
塔

末広
変電所

付近図

１.発生日時：平成２９年８月２３日（水） ５：４３
２.停電軒数：約３４，３４０軒
３.停電エリア：大阪市東淀川区、吹田市、摂津市の一部
４.時 系 列 ：

８月２３日 ５：４３ 停電発生
１７：０２ 応急送電完了（別の送電ルートや発電機車を用いて送電）

８月２８日 ６：３６ 本格復旧完了（元の送電ルートからの送電を再開）
５.原因箇所
（事故点Ａ）吹田市高城町のマンホール内のＣＶケーブル
（事故点Ｂ）Ａから南に約１ｋｍ離れたマンホール内の接続機器（Ｙ分岐接続箱）

事故点Ｂ

凡例 ・・・マンホール ・・・地中送電ケーブル ・・・終端接続箇所

事故点Ａ

約1km

ＯＦケーブル×２本

ＣＶケーブル×２本

ＣＶケーブル
×１本

ＣＶケーブル
×１本
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原因箇所の状況

Ｙ分岐接続箱

Ｙ分岐接続箱

ＣＶケーブル

ＣＶケーブル

ＣＶケーブル

ＯＦケーブル

鉄塔側

事故点Ｂ（接続機器（Ｙ分岐接続箱））

油漏れ箇所
（穴空き箇所）

5cm程度

2cm程度ＯＦケーブル

ＣＶケーブル

事故点Ａ（ＣＶケーブル）

2cm程度

接続箱

ＯＦケーブル

ＣＶケーブル
ＯＦケーブル

ＣＶケーブル

末広変電所側

ＣＶケーブル
に穴

事故点Ａ側

事故点Ｂ側
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今回、停電が発生した理由

変電所
（上流）

変電所
Ｚ

変電所
Ｘ

変電所
Ｙ

事故点

しゃ断

停電

送電中

変電所
（上流）

変電所
Ｚ

変電所
Ｘ

変電所
Ｙ

事故点

一
回
線
不
具
合
時

二
回
線
不
具
合
時
（
今
回
）

平常時

１回線停電しても、
他の１回線で変電所
へ送電が継続される
ため、お客さまの停
電は発生しない。

変電所
（上流）

末広
変電所

変電所
Ｘ

変電所
Ｙ

平常時

変電所
（上流）

停
電

停
電

停
電

末広
変電所

変電所
Ｘ

変電所
Ｙ

事故点Ｂ

事故点Ａ

事故点Ａで発生した
不具合の影響で、事
故点Ｂでも不具合が
発生。結果、２回線
とも停電し、変電所
への送電ができなく
なり、お客さまの停
電が発生した。

事故時

事故時

①不具合発生

②不具合発生

③2回線とも停電



4

The Kansai Electric Power Co., Inc.

＜事故点Ａ＞ＣＶケーブルの調査結果

穴があいた箇所付近に長い樹枝状の水トリーが発生・伸展していることが確認された。

導体

絶縁体
（架橋ポリエチレン）

防食層

遮へい層

絶縁体厚さ13mm

先端に幅のある
ボウタイ状の水トリー
※健全なCVケーブに
おいても確認される
水トリー。

先端が尖り細長く伸展
した樹枝状の水トリー
※絶縁破壊したCV
ケーブルで確認される
特徴的な水トリー。

ボウタイ状の水トリー

調査ケーブル絶縁体断面

水トリー長
約0.4mm

調査ケーブル絶縁体断面

樹枝状の水トリー

水トリー長
約2mm
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水トリーの発生と伸展

経年により水分が絶
縁体へ浸入

ＣＶケーブルの構造図

①水の浸入 ②核へ水が凝縮

樹枝状の水トリー
が発生

電界集中箇所（核）
へ水分が集中

：核（異物・空隙等）

：水分凡
例

拡大図

＜事故点Ａ＞ＣＶケーブルの樹枝状の水トリーによる絶縁破壊メカニズム

・水分の多い環境で長期間使用することにより、
絶縁体中の核（異物、空隙等）に水分が集まり「水トリー」が発生。
・ボウタイ状の水トリーと樹枝状の水トリーが発生し、樹枝状の水トリーが長く伸展することで、
絶縁性能が低下し、電気がケーブルの外へ流れ、「絶縁破壊」が発生した。

水（湿潤状態）

長い樹枝状の水トリーが発生・伸展により絶縁破壊に至ったものと推定。

水

水（湿潤状態）

③樹枝状の水トリー発生

水

樹枝状の水トリー
が伸展し、

絶縁破壊が発生

④樹枝状の水トリーの伸展

水

水（湿潤状態）

樹枝状の

水トリー

水（湿潤状態）

樹枝状の

水トリー
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＜事故点Ｂ＞接続機器（Ｙ分岐接続箱）の解体調査結果

押しパイプ

押し金具の取付位置誤りにより、押しパイプに力が掛かっていないことが確認された。

OFケーブル側

OFケーブル

CVケーブル側

CVケーブル

エポキシユニット OF油（絶縁油）
押しパイプ

スプリング

押し金具

今回（位置誤り）

押しパイプ

スプリング 押し金具

正しい取付状態

力が掛かっていない 力が掛かっている

ストレス
リリーフコーン

ストレス
リリーフコーン
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＜事故点Ｂ＞接続機器（Ｙ分岐接続箱）の絶縁破壊メカニズム（推定）

①押し金具の取付位置誤りにより押しパイプに力が掛かっていなかった。

②押しパイプが何らかの要因でストレスリリーフコーンから離れた。

空隙

押しパイプ ストレス
リリーフコーン

③ＣＶケーブルの絶縁破壊により、ＯＦケーブル側の電圧上昇が発生した際に、押しパイプとストレスリ
リーフコーンの間に電界が集中することで、絶縁破壊が発生し、油漏れが生じた。

絶縁破壊起点 ：
絶縁破壊の進行方向 ：

絶縁破壊の衝撃で、穴が開いた
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再発防止策（暫定）

【CVケーブルの対策】

○今回、絶縁破壊が発生したＣＶケーブルと同じ種類のケーブルの計画的な取替えを進
めているところです。

【接続機器（Ｙ分岐接続箱）の対策】

○他の同種接続機器の施工箇所について、同じ構造の接続機器を調査した結果、
工事時の組立て記録や写真、現地確認により不具合がないことが確認できました。

○今回の事象を踏まえ、今後、より確実に施工できる方策を検討し、実施してまいりま
す。

今後、上記を含めた、再発防止対策を検討し実施することにより、電気の安全・安定供給に
努めてまいります。


